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春
季
火
災
予
防
期
間
中
は
、
午

後
９
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

の
で
、
家
庭
の
火
の
元
を
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

春
季
火
災
予
防
期
間
　

　
３
月
１
日
（
木
）
〜
７
日
（
水
）

● 

期
間
中
の
行
事
　

①
３
月
１
日
（
木
）
〜
７
日
（
水
）

▽
消
防
ス
ケ
ッ
チ
の
展
示
（
伊
万

里
玉
屋
）

▽
防
火
作
文
の
展
示
（
市
役
所
）

②
３
月
１
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

▽
女
性
一
日
消
防
官
（
消
防
本
部
）

③
３
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　 

午
前
８
時
30
分
〜

▽
消
防
署
・
自
衛
消
防
隊
合
同
総

　
合
消
防
訓
練
の
実
施
（
山
元
記

　
念
病
院
）

● 

問
合
先
　
消
防
本
部
予
防
課
火

の
用
心
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
８
）

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

●会　場
●参加料
●申込方法

●申込期限

●問合先

国見台陸上競技場（スタート・ゴール）

1,000 円　中学生以下 500 円

所定の申込書に必要事項を記入のうえ、

①大会事務局まで参加料を添えて申し込みください

②参加料を近くの郵便局で振り込み、申込書を大会

事務局まで郵送またはＦＡＸしてください

※申込書は各町公民館などにあります

３月 16 日（金）当日消印有効

※参加申し込みは大会当日まで受け付けますが、３

月 16 日以降に申し込んだ場合は、参加賞などが

品切れする場合がありますので、その際はご了承

ください

伊万里ウオーク 2012 実行委員会事務局

（体育保健課　 ☎㉓３１８７・  　㉓２６１５）FAX

↑昨年実施された消防訓練
の様子（大川内町）

美しい日本の歩きたくなる道 500 選に選ばれた
『秘窯の里・伊万里を巡るみち』コース

焼物の壺がある伊萬里津大橋など古伊万里文化の
漂う市街地を巡るコース

 秘窯の里・鍋島コース

 古伊万里コース

約12㎞

約 6 ㎞

午前 9 時スタート（受付：午前 8 時〜）

午前10時スタート（受付：午前 9 時〜）

飛躍する伊万里を象徴する伊万里湾大橋など歴史
と自然を感じる伊万里湾岸を通るコース

 伊万里湾岸・はちがめコース

約20 ㎞ 午前 9 時スタート（受付：午前 8 時〜）

４月1日� 開催

お
知
ら
せ

春
季
火
災
予
防
運
動

家族でさわやかな汗を流しましょう 満開の桜で伊万里の春を実感！ ゴールしたときの喜びは格別です

伊万里ウオーク2012
歩きたくなる街

参加者大募集！
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
70

〜
74
歳
の
人
（
※
注
１
）
の
医
療
機

関
で
の
窓
口
負
担
は
、
平
成
25
年

３
月
末
ま
で
（
※
注
２
）
引
き
続
き

１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
新
し
い

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

３
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
４
月
以
降
、
医
療
機

関
で
受
診
す
る
と
き
は
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
と
今
回
郵
送

す
る
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
一

緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
１
　
す
で
に
３
割
負
担
の
人

　（
現
役
並
み
所
得
者
）
は
除
く

※
注
２
　
平
成
24
年
８
月
の
更
新

時
に
平
成
23
年
中
の
所
得
を
も

と
に
窓
口
負
担
割
合
の
判
定
を

行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
一

部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す

● 

問
合
先
　

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

　
　
　
　
　
　 

（
☎
㉓
２
１
５
３
）

　
農
業
改
良
資
金
制
度
は
、
最
新

の
技
術
や
新
規
作
物
を
導
入
し
た

り
、
農
産
物
の
加
工
・
直
売
を
始

め
た
り
す
る
な
ど
、
農
業
者
の
皆

　
昨
年
12
月
に
、『
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関

係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
な

ど
が
施
行
さ
れ
、
所
得
税
な
ど
の

国
税
に
関
し
て
、
東
日
本
大
震
災

で
被
害
を
受
け
た
人
や
復
興
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
対
象
と
し

て
、
新
た
な
税
制
上
の
措
置
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
『
東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る

国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
』
で
創
設
さ
れ
た
税
制

上
の
措
置
と
合
わ
せ
て
、
東
日
本

大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
人
な
ど

は
、
所
得
税
な
ど
の
軽
減
・
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
確
定
申

告
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　h
ttp

//w
w

w
.n

ta.go
.jp

● 

問
合
先
　
伊
万
里
税
務
署

（
☎
㉓
２
４
８
４
）

さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
無
利
子
で

応
援
す
る
制
度
で
す
。

【
借
入
条
件
】

● 

金
　
利
　
無
利
子

● 

償
還
期
限

　
10
年
以
内
（
う
ち
据
え
置
き
期

間
３
年
以
内
）

※
一
部
12
年
以
内
（
う
ち
据
え
置

き
期
間
５
年
以
内
）
の
特
例
が

あ
り
ま
す

● 

限
度
額
　
個
人
５
０
０
０
万
円
、

法
人
１
億
５
０
０
０
万
円

● 

利
用
で
き
る
人
　

①
認
定
農
業
者

②
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

③
６
次
産
業
化
法
や
農
商
工
等
連

携
促
進
法
の
認
定
を
受
け
た
人

④
主
業
農
業
者
　
な
ど

※
①
②
③
の
人
は
負
担
額
の
10

割
、
そ
れ
以
外
の
人
は
負
担
額

の
８
割
が
上
限
と
な
り
ま
す

● 

資
金
の
使
い
み
ち

　
次
の
よ
う
な
設
備
資
金
な
ど
に

　
利
用
で
き
ま
す

①
新
た
な
農
業
部
門
の
経
営
開
始

②
新
た
な
加
工
事
業
の
開
始

③
新
た
な
生
産
方
式
の
導
入

④
新
た
な
販
売
方
式
の
導
入

● 

必
要
な
手
続
き
　

　
農
業
改
良
措
置
の
内
容
に
つ
い

　
て
、
県
の
認
定
を
受
け
る
必
要

　
が
あ
り
ま
す

● 

問
合
先
　
日
本
政
策
金
融
公
庫

（
☎
０
９
５
２
㉗
４
１
２
０
）

国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
を
郵
送

お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
で

被
害
を
受
け
た
人
へ

農
業
改
良
資
金
制
度
の

お

知

ら

せ

　
市
で
は
、
第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
の
部
門
計
画
と
し
て
、
国

や
県
の
情
報
化
施
策
と
整
合
を
図
り
つ
つ
、
本
市
の
情
報
化
施
策
の

方
向
性
と
、
そ
れ
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
方
策
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
『
伊
万
里
市
地
域
情
報
化
計
画
』
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

意
見
を
十
分
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
策
定
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

パブリックコメント案内
伊
万
里
市
地
域
情
報
化
計
画
（
案
）

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

◆意見提出をお願いする資料
　伊万里市地域情報化計画（案）
◆意見募集期間
　２月 15 日（水）～３月 16 日（金）
◆案の公表先
①情報広報課情報推進係または情報広報課市民サービス係
②各町公民館または市民図書館
③市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.lg.jp
◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ次の

いずれかの方法により提出
①電子メール　jouhou@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501
　伊万里市立花町 1355-1
　伊万里市役所　情報広報課　あて
③直接提出　案の公表先①または②へ提出
④ファックス　０９５５㉓６１１３
◆問合先　情報広報課情報推進係（　 ☎㉓４３１５）
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● 

応
募
方
法
　
市
水
道
部
に
備
え

付
け
の
受
託
者
募
集
仕
様
書
を

閲
覧
、
了
承
の
う
え
、
履
歴
書

１
通
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

● 

応
募
期
間

　
２
月
15
日
（
水
）
〜
29
日
（
水
）

● 

面
接
日
（
予
定
）
３
月
上
旬
　

● 

面
接
会
場

　
水
道
部
事
務
所
内
会
議
室

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
水
道
部
管
理
課

　
　
　
　
　（
　
☎
㉓
５
４
０
０
）

　
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
あ
り

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
伊
万
里
市
観
光
協
会

〒
８
４
８
‐
０
０
４
１

　
伊
万
里
市
新
天
町
６
２
２
‐
13

　
　
　
　
　
　 

（
☎
㉓
３
４
７
９
）

　
水
道
料
金
の
徴
収
お
よ
び
収
納

事
務
の
受
託
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

業
務
内
容
　
水
道
料
金
の
徴
収

　『
え
せ
同
和
行
為
』
と
は
、
同

和
問
題
を
口
実
に
企
業
や
個
人
な

ど
に
、
不
当
な
要
求
や
高
額
な
図

書
な
ど
の
購
入
を
強
要
す
る
行
為

を
指
し
ま
す
。
え
せ
同
和
行
為
は
、

「
同
和
問
題
は
こ
わ
い
問
題
で
あ

る
」
と
い
う
誤
っ
た
意
識
を
植
え

つ
け
、
差
別
や
偏
見
を
助
長
す
る

も
の
で
す
。

　
高
額
な
図
書
購
入
の
強
要
を
受

け
た
と
き
は
、
あ
わ
て
ず
、
必
要

性
を
自
主
的
に
判
断
し
、
不
要
な

場
合
は
、
は
っ
き
り
と
意
思
表
示

を
し
ま
し
ょ
う
。
不
当
な
要
求
に

は
、
き
然
と
し
た
態
度
で
、
き
っ

ぱ
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

● 

問
合
先
（『
え
せ
同
和
行
為
』

の
相
談
窓
口
）　

▽
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
㉓
２
４
９
２
）

▽
人
権
・
同
和
対
策
課

（
☎
㉓
２
１
９
０
）

▽
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
☎
㉓
２
１
３
６
）

　
　
伊
万
里
市
観
光
協
会
で
は
、

水
道
料
金
徴
収
・

収
納
受
託
者
募
集

え
せ
同
和
行
為
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

ぼ
し
ゅ
う

　日本ペンクラブと第 28 回『平和の日』佐賀・鳥栖の集い実行委員

会の共催により、平和を願うキャンペーンの一環として開催されます。

著名な文化人のトークを間近で聴け、一流の文化論に触れることがで

きる貴重な機会です。皆さんぜひご参加ください。

● 日　時　３月３日（土）午後１時開演

● 会　場　鳥栖市民文化会館ホール

● 司　会　森ミドリ（作曲家・演奏家）、高橋千
ち

劔
は

破
や

（作家）

● 内　容　出演者によるリレートーク

● テーマ・出演者

▷『生きる』　今井一（ジャーナリスト）vs 吉岡忍（作家）

▷『ふるさと』見城美枝子（エッセイスト）vs 新井満（作家・作詞作曲家）

▷『ことば』　阿木燿子（作詞家・女優）vs 中西進（文学博士）

▷『平　和』　髙樹のぶ子（作家）vs 浅田次郎（作家）

● 入　場　無料、全席自由、申込制 1,800 人（先着順）

● 申込方法　

　往復ハガキに下記の内容を記入のうえ、郵送（ハガキ１枚につき１人）

▷往信用裏面　①『平和の日』参加希望の旨　②郵便番号　③住所　

　④氏名　⑤電話番号　⑥託児希望の有無

▷返信用裏面　①郵便番号　②住所　③氏名

● 申込・問合先　

　〒 841-0052　鳥栖市宿町 807 番地 17

　鳥栖市文化芸術振興課　

▷（ ☎ ０９４２�３６４５）（  　 ０９４２�３６４７）

▷メール　bunkakaikan@city.tosu.lg.jp

FAX

事
務
局
幹
部
候
補
と
し
て
働
く
人

を
募
集
し
ま
す
。

● 

業
務
内
容

　
観
光
協
会
業
務
全
般
お
よ
び
関

　
係
団
体
と
の
連
絡
調
整
　

● 

募
集
人
員
　
１
人

● 

採
用
期
間
　
平
成
24
年
３
月
〜

　
平
成
27
年
２
月

※
採
用
期
間
に
つ
い
て
は
、
更
新

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

● 

応
募
資
格

　
市
内
在
住
で
、
観
光
関
連
業
務

（
旅
行
、
物
販
企
画
、
接
客
な
ど
）

に
従
事
し
た
経
験
が
あ
る
人
、

ま
た
は
精
通
し
た
人

● 

申
込
方
法
　

　
履
歴
書
お
よ
び
作
文
を
観
光
協

会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
テ
ー
マ
　『
伊
万
里
の
売
り
込

み
方
法
に
つ
い
て
』

▽
文
字
数
　
原
稿
用
紙
１
枚
程
度

　（
１
０
０
０
字
以
内
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
２
月
24
日
付

　
け
消
印
ま
で
有
効
で
す

● 

申
込
期
限
　
２
月
24
日
（
金
）

● 

選
考
方
法
　
作
文
お
よ
び
面
接

● 

面
接
日
　
２
月
28
日
（
火
）

● 

勤
務
条
件
（
原
則
）　

▽
勤
務
日
　
月
〜
金
曜
日

　（
休
日
出
勤
も
あ
り
ま
す
）

▽
勤
務
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
報
　
酬
　
月
額
15
万
円

▽
社
会
保
険
　
厚
生
年
金
保
険
、

　
お
よ
び
収
納
事
務
　

● 

募
集
人
員
　
１
人

● 

委
託
期
間
　

　
平
成
24
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
25
年
３
月
31
日

※
業
務
成
績
が
優
秀
な
場
合
は
、

　
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す

● 

応
募
資
格
　

昭
和
27
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

37
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

市

観

光

協

会

事
務
局
幹
部
候
補
募
集

第28回『平和の日』佐賀・鳥栖の集い
ふるってご参加ください
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● 重粒子線がん治療の特徴
▷がん細胞を集中的に破壊

▷治療に痛みがなく、副作用も少ない

▷体力がない人でも治療が可能

▷治療期間が短く、通院で治療できる

▷難治性がんにも効果

● 『新鳥栖駅』前に建設中
　全国でも３か所しかなく、九州初となる重

粒子線がん治療施設『九州国際重粒子線がん

治療センター』は、平成 25 年春の開設に向け、

ＪＲ九州『新鳥栖駅』から徒歩１〜２分の場

所で順調に工事が進んでいます。

県内で最先端のがん治療が可能に！

↑サガハイマットの建設状況（１月 11 日現在）

　平成 25 年春の開設をめざし、重粒子線がん治療施設『九州国際重粒子線がん治療センター（愛称：サガハイマット）』

の建設が鳥栖市で進んでいます。

　『重粒子線がん治療』とは、放射線の一種である重粒子線を、がんに狙いを絞って照射する最先端の治療法です。

治療効果が大きいため、高齢者など体力に不安のある人にも負担をかけないで済むほか、手術が難しいケースや

従来の放射線が効きにくい場合の治療にも有効です。また、治療期間が短く通院で対応でき

るため、家庭や職場を長く離れることなく治療できるという良さがあります。

　九州初となるこの施設の開設によって、これまでは千葉県や兵庫県など遠方でしか受けら

れなかった最先端の治療が県内で受けられるようになります。

● 問合先　佐賀県粒子線治療普及グループ（☎０９４２�３０７２）

切らずにがんを治療する九州初の施設

新鳥栖駅

ＪＲ長崎本線

サガハイマット建設地

九州国際重粒子線がん治療センターが来春開設予定

　
市
民
図
書
館
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
、
よ
り
充

実
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
た
め
に
『
図
書
館
協
議
会
』

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
協

議
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
２
人
の
協
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

● 

募
集
期
間
　

　
２
月
15
日（
水
）〜
３
月
13
日（
火
）

● 

募
集
人
員
　
２
人

● 

任
　
　
期
　

　
平
成
24
年
４
月
１
日

〜
平
成
26
年
３
月
31
日

● 

職
務
内
容
　

　
図
書
館
の
運
営
に
関
し
て
館
長

の
諮
問
に
応
じ
た
り
、
図
書
館

の
行
う
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
図
書
館
協
議
会
委
員

と
し
て
意
見
を
述
べ
た
り
す
る

こ
と
な
ど

● 

選
考
方
法
　
申
込
書
と
小
論
文

　
に
よ
る
書
類
審
査

※
応
募
資
格
や
応
募
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
、
市
民

図
書
館
お
よ
び
各
町
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
お
よ
び

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す

● 

申
込
・
問
合
先 

　
〒
８
４
８
‐
０
０
２
７

　
伊
万
里
市
立
花
町
４
１
１
０
‐
１

　
伊
万
里
市
民
図
書
館

（
　
☎
㉓
４
６
４
６
）

● 

職
　
種
　

　
文
化
財
専
門
員
（
嘱
託
）

● 
募
集
人
員
　
１
人

● 

募
集
期
限
　
２
月
24
日
（
金
）

● 

職
務
内
容
　

　
埋
蔵
文
化
財
お
よ
び
一
般
文
化

財
に
係
わ
る
業
務

● 

任
用
期
間

　
平
成
24
年
４
月
１
日

〜
平
成
25
年
３
月
31
日

● 

選
考
方
法
　

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
結
果
な

ど
を
も
と
に
選
考

※
勤
務
条
件
、
応
募
資
格
、
申
込

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集

要
項
は
、
市
役
所
４
階
生
涯
学

習
課
に
あ
り
ま
す

● 

申
込
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
‐
８
５
０
１

　
伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番

地
１

　
伊
万
里
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　
習
課
（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

ぼ
し
ゅ
う

文
化
財
専
門
員
の
募
集

図

書

館

協

議

会

委

員

募

集
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辻 英之 / 著
農山漁村文化協会

３月の巡回日
（市民図書館 ☎㉓4646）

『奇跡のむらの物語
〜1000人の子どもが
限界集落を救う！〜』

伊万里市民図書館 検索※図書館のホームページは

新 刊 案 内

３月の休館日 5、12、19、26 日
22 日（館内整理休館）

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

6 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~ 13 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ ケアセンターくちいし 14:50~
国 見 公 民 館 14:00~ 楽 寿 園 14:50~
山 口 病 院 14:15~

14 日
（水）

小石原公民館 11:00~
国見団地集会所 14:50~ 向 陽 園 14:00~

7 日
・

21 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
浦 之 崎 病 院 14:00~ 東 山 代 公 民 館 14:50~
西 田 病 院 14:40~

2 日
・

16 日
（金）

波多津公民館 11:30~

1 日
・

15 日
（木）

西 光 苑 11:00~ ほ の ぼ の 14:00~
ケアハウスいまり 11:30~ JA 大 川 支 所 14:30~
市民センター 14:20~ グランパランいまり 15:20~

9 日
・

23 日
（金）

南波多公民館 11:20~ 8 日 ひ ま わ り 園 14:00~
田 代 公 民 館 11:30~ 2 日 大 川 公 民 館 14:00~
原屋敷公民館 13:40~ 16 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~
JA 前平出張所 14:10~

※このほか保育園や小学校、会社など
を巡回しています

※滞在時間はおよそ 10 ～ 20 分です
※新病院への移転に伴い、伊万里市民

病院への巡回を３月から休止します

9 日 デ イ な が や ま 15:00~
23 日 やすらぎの丘 15:00~

　
過
疎
山
村
の
長
野
県
泰や
す
お
か阜
村
で
は
、農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
な
ど
、
村
人
が

地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
若
者
ら
。
25
年
前
に
村
に
移
り
住

み
、
都
会
の
子
ど
も
を
集
め
て
山
村
留

学
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
彼
ら

が
村
人
と
い
か
に
向
き
合
い
、
地
域
再

生
に
挑
ん
だ
か
が
綴つ

づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

『めばえの日』にぜんざい会を開催！
　平成６年２月 26 日、市民図書館の起工式には大勢

の市民が集い、ぜんざいを食べて祝いました。その喜

びを忘れないよう、毎年『図書館フレンズいまり』か

ら来館者へぜんざい（300 食限定）が振る舞われます。

　また、『いすの木合唱団』によるコーラスも見所です。

ところ　市民図書館ホール

※同日、『古本市』を開催（午前10時～午後２時）

と　き　２月 26 日
    　　午前11時30分〜午後１時 30 分

日

【
伊
万
里
市
へ
】

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

▲
三
万
円
　
浦
川
磨
喜
夫
（
北
海
道
千
歳
市
）

▲
十
万
円
　
満
崎
　
周
夫
（
茨
城
県
守
谷
市
）

▲
五
千
円
　
前
田
　
濱
代
（
千
葉
県
柏
市
）

▲
五
千
円
　
林
　
　
克
樹
（
東
京
都
東
村
山
市
）

▲
五
千
円
　
田
中
　
鹿
雄
（
名
古
屋
市
）

▲
五
千
円
　
前
田
善
次
郎
（
京
都
市
）

▲
五
万
円
　
大
西
　
幸
恵
（
奈
良
県
宇
陀
市
）

▲
五
万
円
　
池
田
　
清
一
（
福
岡
市
）

▲
八
千
七
百
四
十
二
円
　
尹
酒
会

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

社
会
福
祉
事
業

●

池
田
浩
一
郎
（
亡
母
ミ
サ
ヲ
　
　
　
上
土
井
町
）

●

桑
原
　
哲
夫
（
亡
妻
安
子
　
　
　
　
　
船
屋
町
）

●

江
口
　
和
彦
（
亡
妻
文
子
　
　
　
　
　
　
脇
田
）

●

岩
橋
つ
や
子
（
亡
母
綾
子
　
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

眞
﨑
　
澄
子
（
亡
夫
義
信
　
　
　
　
　
木
須
東
）

●

山
口
　
　
望
（
亡
子
泰
潤
　
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

平
川
　
晴
久
（
亡
妻
美
佐
子
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

江
頭
　
郁
子
（
亡
子
京
子
　
　
　
　
　
蓮
池
町
）

●

橋
口
　
容
子
（
亡
夫
綱
義
　
　
　
　
　
木
須
西
）

●

野
中
　
　
登
（
亡
母
リ
エ
　
　
　
　
　
六
仙
寺
）

●

渡
邊
　
宗
市
（
亡
母
フ
ミ
ヱ
　
　
　
　
柳
井
町
）

●

浜
田
佐
和
子
（
亡
叔
母
林
鎭
江
　
　
　
　
〃
　
）

●

小
林
美
由
紀
（
亡
夫
勝
紀
　
　
　
　
　
　
白
野
）

●

川
原
マ
ス
エ
（
亡
夫
富
男
　
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

内
海
　
　
滋
（
亡
母
ツ
ヤ
　
　
　
あ
さ
ひ
が
丘
）

●

渕
上
伊
都
子
（
亡
父
辰
巳
　
　
　
　
　
　
市
村
）

●

副
島
　
一
子
（
亡
母
岩
崎
ク
メ
　
　
　
　
市
山
）

●

井
手
　
庄
三
（
亡
母
ユ
ク
ヨ
　
黒
川
町
大
黒
川
）

●

小
嶋
　
純
子
（
亡
夫
正
俊
　
　
　
〃
　
　
浦
分
）

●

江
里
　
義
喜
（
亡
祖
母
ト
メ
　
　
〃
　
　
牟
田
）

●
梶
原
八
重
子
（
亡
夫
茂
　
　
　
　
〃
　
畑
川
内
）

●

小
杉
　
國
次
（
亡
母
ヨ
シ
コ
　
波
多
津
町
内
野
）

●

藤
田
　
孝
碩
（
亡
母
ハ
ツ
エ
　
　
〃
　
　
〃
　
）

●

堤
　
　
梅
雄
（
亡
父
繁
雄
　
　
　
〃
　
　
　
浦
）

●

池
田
　
久
男
（
亡
子
浩
二
　
南
波
多
町
原
屋
敷
）

●

木
村
　
和
久
（
亡
叔
父
正
信
　
　
　
大
川
町
宿
）

●

仲
尾
　
幸
雄
（
亡
母
ト
メ
　
　
　
　
〃
　
立
川
）

●

大
久
保
澄
江
（
亡
夫
礼
造
　
　
　
　
〃
戸
石
川
）

●

中
尾
ハ
ル
エ
（
亡
夫
彦
四
　
　
　
　
〃
東
田
代
）

●

渕
上
　
和
敏
（
亡
母
シ
ズ
子
　
　
　
〃
　
〃
　
）

●

松
尾
　
俊
晴
（
亡
父
俊
次
　
　
　
松
浦
町
東
分
）

●

木
下
　
康
江
（
亡
夫
良
光
　
　
　
　
〃
　
梅
岩
）

●

久
保
田
末
廣
（
亡
妻
幸
枝
　
　
　
　
〃
　
宿
分
）

●

庄
村
ハ
ル
子
（
亡
夫
久
夫
　
　
　
二
里
町
川
東
）

●

古
賀
　
輝
好
（
亡
母
鈴
野
　
　
　
山
代
町
楠
久
）

●

川
内
　
澄
子
（
亡
夫
学
　
　
　
　
〃
久
原
三
区
）

●

小
野
田
美
恵
子
（
亡
母
松
尾
シ
ヅ福
岡
県
中
間
市
）

▲
五
千
円
　
伊
万
里
旅
行
愛
好
会

ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
基
金

▲
一
万
円
　
北
川
　
和
代
（
新
天
町
三
区
）

善
意
銀
行
預
託

▲
車
い
す
１
台
　
小
林
美
由
紀
（
白
野
）

【
各
公
民
館
へ
】

明
る
い
町
づ
く
り
推
進
基
金
な
ど

〔
伊
万
里
公
民
館
〕

●

池
田
浩
一
郎
（
亡
母
ミ
サ
ヲ
　
　
　
上
土
井
町
）

〔
牧
島
公
民
館
〕

●

橋
口
　
容
子
（
亡
夫
綱
義
　
　
　
　
　
木
須
西
）

●

松
尾
　
昌
子
（
亡
夫
照
二
　
　
　
　
　
　
早
里
）

〔
大
坪
公
民
館
〕

●

樋
渡
　
　
勝
（
亡
父
米
二
　
　
　
　
　
下
古
賀
）

●

渡
邊
　
宗
市
（
亡
母
フ
ミ
ヱ
　
　
　
　
柳
井
町
）

●

小
林
美
由
紀
（
亡
夫
勝
紀
　
　
　
　
　
　
白
野
）

●

川
原
マ
ス
エ
（
亡
夫
富
男
　
　
　
　
　
　
〃
　
）

〔
大
川
内
公
民
館
〕

●

渕
上
伊
都
子
（
亡
父
辰
巳
　
　
　
　
　
　
市
村
）

●

副
島
　
一
子
（
亡
母
岩
崎
ク
メ
　
　
　
　
市
山
）

〔
黒
川
公
民
館
〕

●

井
手
　
庄
三
（
亡
母
ユ
ク
ヨ
　
　
　
　
大
黒
川
）

●

森
戸
シ
ズ
エ
（
亡
夫
實
造
　
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

小
嶋
　
純
子
（
亡
夫
正
俊
　
　
　
　
　
　
浦
分
）

●

江
里
　
義
喜
（
亡
祖
母
ト
メ
　
　
　
　
　
牟
田
）

●
梶
原
八
重
子
（
亡
夫
茂
　
　
　
　
　
　
畑
川
内
）

〔
波
多
津
公
民
館
〕

●

古
賀
　
一
正
（
亡
母
フ
サ
エ
　
　
　
　
　
中
山
）

●

小
杉
　
國
次
（
亡
母
ヨ
シ
コ
　
　
　
　
　
内
野
）

●

藤
田
　
孝
碩
（
亡
母
ハ
ツ
エ
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

栗
原
　
義
幸
（
亡
母
ハ
ツ
エ
　
　
　
　
　
　
辻
）

●

平
松
　
善
治
（
亡
妻
容
子
　
　
　
　
　
　
　
浦
）

〔
南
波
多
公
民
館
〕

●

池
田
　
久
男
（
亡
子
浩
二
　
　
　
　
　
原
屋
敷
）

〔
大
川
公
民
館
〕

●

木
村
　
和
久
（
亡
叔
父
正
信
　
　
　
　
　
　
宿
）

●

仲
尾
　
幸
雄
（
亡
母
ト
メ
　
　
　
　
　
　
立
川
）

●

大
久
保
澄
江
（
亡
夫
礼
造
　
　
　
　
　
戸
石
川
）

●

中
尾
ハ
ル
エ
（
亡
夫
彦
四
　
　
　
　
　
東
田
代
）

●

中
野
　
　
勉
（
亡
母
七
江
　
　
　
　
　
　
長
野
）

〔
松
浦
公
民
館
〕

●

松
尾
　
俊
晴
（
亡
父
俊
次
　
　
　
　
　
　
東
分
）

●

中
野
　
信
之
（
亡
母
ミ
ツ
ノ
　
　
　
　
　
下
分
）

●

木
下
　
康
江
（
亡
夫
良
光
　
　
　
　
　
　
梅
岩
）

●

久
保
田
末
廣
（
亡
妻
幸
枝
　
　
　
　
　
　
宿
分
）

〔
二
里
公
民
館
〕

●

田
中
　
辰
実
（
亡
母
信
子
　
　
　
　
　
　
川
東
）

●

峰
　
　
　
武
（
亡
妻
明
美
　
　
　
　
　
　
金
武
）

●

内
海
　
　
滋
（
亡
母
ツ
ヤ
　
　
　
あ
さ
ひ
が
丘
）

〔
東
山
代
公
民
館
〕

●

市
丸
　
孝
行
（
亡
父
久
保
田
勝
喜
　
　
　
　
里
）

●

辻
本
貴
與
子
（
亡
父
侃
一
　
　
　
　
　
　
　
〃
）

〔
山
代
公
民
館
〕

●

古
賀
　
輝
好
（
亡
母
鈴
野
　
　
　
　
　
　
楠
久
）

●

松
永
　
初
榮
（
亡
夫
覺
　
　
　
　
　
久
原
二
区
）

●

川
内
　
澄
子
（
亡
夫
学
　
　
　
　
　
久
原
三
区
）

●

長
沢
　
　
威
（
亡
母
シ
メ
　
　
　
二
里
町
大
里
）

◎
１
月
末
締
め
　
●
印
は
香
典
返
し
　
▲
印
は
篤
志
寄
付
で
す
。

東日本大震災へのご支援、ありがとうございました。 ● 義援金 31,424,495 円（市受付分。１月末現在）

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）
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▼
料
　
金
　
無
　
料

▼
接
種
方
法
　
接
種
日
（
指
定
日
）

の
５
日
前
ま
で
に
医
療
機
関
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
日
程
な
ど
は
、
市
役
所
だ
よ
り

１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
対
　
象
　
40
歳
〜
74
歳
の
伊
万
里

市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
平
成
23
年
度
の
健
診
を
受
け

て
い
な
い
人

▼
期
　
間
　
３
月
31
日
ま
で

※
月
〜
土
曜
日
の
午
前
中
（
土
曜

日
は
予
約
が
必
要
で
す
）

▼
料
　
金

　
　
　
１
２
０
０
円（
40
歳
〜
69
歳
）

　
　
　
　
６
０
０
円（
70
歳
〜
74
歳
）

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
20
年
７
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
３
月
15
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
市
民
セ
ン
タ

ー
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
対
　
象
　
平
成
23
年
１
月
生
ま

れ
・
平
成
23
年
７
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
３
月
14
日
（
水
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

▼
会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
、
予
診
票
を
ご
持
参

く
だ
さ
い

◆期　日　３月 19 日（月）
◆対象および受付時間
○妊産婦・５か月児・10 か月児
　午前９時 30 分～10 時 30 分
○１歳児・２歳児　午後１時～２時
◆内　容　身体計測、歯科相談など

◆期　日　３月 23 日（金）
◆内　容
○午後２時～３時
　母子健康手帳、妊婦健康票の発行
○午後３時～４時 30 分
　妊娠中の食生活について
※事前の申し込みが必要です

◆日　時　３月６日（火）
　午前 10 時～正午、午後１時～４時
※相談は予約制で一人１時間程度
※会場はいずれも市民センターです

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
23
年
12
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
３
月
29
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
の
で
予
診
票
を
ご
持
参
く
だ

さ
い

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

パ
ッ
ク
を
お
渡
し
し
ま
す

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
22
年
８
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
３
月
８
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行
い

ま
す
（
有
料
）

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

※
ワ
ク
チ
ン
投
与
は
１
時
30
分
か
ら

で
す
の
で
、
前
後
30
分
の
ミ
ル
ク

な
ど
の
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

※
予
防
接
種
翌
日
か
ら
27
日
間
は
、

ほ
か
の
予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん

▼
対
　
象
　
平
成
23
年
11
月
生
ま
れ

（
生
後
３
か
月
）
お
よ
び
継
続
接

種
の
乳
幼
児

▼
対
　
象
　

▽
第
１
期
　
生
後
12
か
月
以
上
24
か

月
未
満

▽
第
２
期
　
平
成
17
年
４
月
２
日
〜

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
第
３
期
　
中
学
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人
（
平
成
10
年
４
月
２

日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▽
第
４
期
　
高
校
３
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人
（
平
成
５
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※休日・夜間急患医療センターの夜間小児診療は、月曜日から金曜日までの午後８時から 10 時まで行っています。
まずは電話㉓９９１０で、お子さんの様子を説明し、その後に来所してください

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

※
受
診
票
、
保
険
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

※
実
施
医
療
機
関
な
ど
に
つ
い
て

は
、
健
康
づ
く
り
課
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い

　
３
月
１
日
（
木
）
か
ら
７
日
（
水
）

ま
で
の
１
週
間
は
『
子
ど
も
予
防
接

種
週
間
』
で
す
。

　
こ
の
期
間
は
、
診
療
時
間
外
や

土
・
日
曜
日
に
も
予
防
接
種
で
き
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
診

療
時
間
中
の
接
種
が
難
し
い
人
は
、

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

急

性

灰

白

髄

炎

（
ポ
リ
オ
）
予
防
接
種

　

保
健
コ
ー
ナ
ー

　

　
　
　
　
　
　
　
　
●
健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
㉒
３
９
１
６

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

特

定

健

診

三
種
混
合
予
防
接
種

心 の 健 康 相 談

　顔がほてる、手足が冷える、わけもなく落ち
込むなど、「もしかして更年期かも？」と感じて
いる人も多いと思います。いつまでも健康で快
適な毎日を送るために、産婦人科医師による講
話や骨密度測定を通して、更年期についての理
解を深めてみませんか。

● 日　時　３月６日（火）
　　　　　午後１時 30 分～３時
● 会　場　市民センター
● 内　容　
①講　話
▷講　師　内山産婦人科副院長　内山倫子医師
▷テーマ　女性の健康づくり
　　　　　～更年期を健やかに過ごすために～
②骨密度測定　
● 参加費　無　料
● 定　員　30 人（事前に申し込みが必要です）

女性のための健康セミナー
３月１日〜８日は、女性の健康週間です

▷マスク着用する
▷うがいと手洗いを行う
▷十分な休養をとる
▷室内の乾燥に気をつける
▷人ごみを避ける

　予防が大切！
　  インフルエンザ
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